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主体的市民として変革！まちを、ＪＣを、そして自らを 

～実装とパートナーシップ～ 

 

○はじめに 

「失われた１０年」といわれる１９９０年代は、 世界が大きく変化し、そのスビー ドも加速している

中で、自分の未来像の設計ができないままに、 過去の清算に追われたというのが実情です。「責 

任回避」「横並び」「問題先送り」「もたれ合い」などの日本型行動様式から脱却できず、政府も企業

も個人もシステムの大幅な見直 しをためらい、 改革のテンボを遅らしてきました。そうしている内 

に、 社会では信じられないような深刻で複雑な問題が次々と発生 し、ついには、 人の価値体系

や倫理規範までも崩壊するというよう な危機的状況を身近に感じるまでになりました。 

この現実に目を背けたり、 世の中をただ傍観者的に批評したり、不安や泣き言ばかり訴えてみ

ても、何の解決にもなりません。 今 こそ、 我々が２１世紀を迎えるに当たり、新しい日本、 まつや

ま、 JC、 そして自らのあり方を真剣に考えることが必要ではないで しょうか。 

もう既に近年では、１９９５年の阪神大震災の際、 救援ポランティアが駆けつけて、 自ら行動を

起こしてから、 市民の自発的な活動が高まりを見せ、１９９８年にＮＰＯ法が成立し、 まちにも 自ら

変化しなければならないという意識を持ち始めた市民が増え、 様々な奉仕活動やまちづくり運動

が目に付くようになってきています。 

 

○２００１年度基本理念について 

日本 JC が発表した２１世紀初頭の１０年を見据えた２０００年代運動方針には、大きく２つのキー

ワードが盛り込まれています。それは、「個と公の調和」「活力と知力」です。 

「個と公の調和」とは、昨今の自己中心的な価値観が横行する中で、自らと地域や日本、世界な

ど周囲との関係を見つめ直し、自らの存在意義を考え、人として生きることの意味を根本的に問うこ 

との大切さを表します。「活力と知力」とは、安全、安定、平等、規律型の社会から、競争と自己責

任をベースにした自律型の挑戦的な社会へと移行する中で、自らが発想力、情報力、戦略性、魅 

力、知恵、生きる力などをもって将来を創造していけるように成 長することの大切さを表します。 

私が、スローガンで用いた 「主体的市民」とは、 我々ＪＣメンバー自らが、まさにこのような 2 つの

キーワードを兼ね備えた人間像を目指していかねばならないという強い意志を表した言葉です。 

松山ＪＣは、創立５０周年という大きな節目を控え、本年度はまず、過去に積み重ねてきた足跡、

財産をむだにせず、いかに今後の活動につなげていくかを考えていきます。またＪＣの一つ一つの

活動の目的や根本的な考え方を確認し、ＪＣの培ってきた素晴らしい力やネットワークを再認識した



上で、新しい時代に対応できるよう、発想の転換を図り、メンバー自らの知恵やアイデアを十分に

発揮し、次世代のＪＣの発展へと繋げていけるよう「主体的市民」として変革していきます。 

○２００１年度全体方針について 

まつやま市民もＪＣメンバーの皆も、「われわれの生活基盤、経済基盤であるまつやまが、自慢の

できる、誇りを持てる、夢や活カのあるまちであってほしい」という願望を必ず共有していると思いま

す。この皆の共通の願望 実現に向けて、松山 JC に行動力、創造力、若さ、情熱、希望に溢れた

青年が集まり、自らが能動的に推進していく団体のメンバーとして、各々がまちづくりを考え、 実践

していくことがＪＣ活動の根幹です。 

それを踏まえて、松山ＪＣの２００１年度全体方針として、「松山ＪＣによる２１世紀まつやままちづく

りビジョンの策定」を掲げたいと思います。創立５０周年を目前に、松山ＪＣメンバー全員が共有でき

るビジョンを明確にすることが、今こそ必要だと思うからです。 

そのためには、我々のまちづくり活動全てが決して一人よがりにならないように、「松山ＪＣとまち

づくり開発者とのパートナーシップを確立」、「松山ＪＣと市民のパートナーシップを確立」の２点を重

視して行動します。これは、ＪＣ活動において、常に行政、市民、まちづくり団体などとの連携を図り、

共に学習し、地域の未来について語り合い、実践することが不可欠だからです。 

具体的に、まちづくり関係者と、各会議への参加依頼や各種情報媒体の活用、訪問などを通し

て積極的に関わり合い、ＪＣが諸団体のパックアップ的存在または、シンクタンク的存在になるこ と、

そして、ＪＣの事業運営に市民からのボランティア参加を広く呼びかけ、ＪＣへの協力者、理解者を

作っていくことが挙げられます。 

 

○２００１年度まちづくり事業について 

現在のまつやまに必要なまちづくりの視点を、産業活性化、観光、歴史文化、環境、教育、 地

域コミュニティーの６点に絞ります。各視点について、最初できるだけグローバルに現状を捉えた上 

で、まつやまの 地域資源を活かした独自性のあるまちづくりビジョンとアクションプランを策定し、Ｊ

Ｃの財産や力を活かしたＪＣならではの事業の 実践にトライしていきます。他にも、建築、土木、交

通という視点もありますが、これらのハード的視点は、いかに市民が現有資産の生きた使い方をす

るかを一度立ち止まって考える時期であり、本年度はソフト面優先（人間重視）の年と位置づけます。 

各視点に基づいたビジョンとアクションプランの策定については、スタッフ会議、委員会、例会で

年間通して討議した上で、全体のビジョンとしてまとめ上げ、年内に提言書を完成させます。 

 

○松山ＪＣの自己改革について 

ＪＣ内部の組織や情報伝逹手段の効率化などの見直し、役割分担の明確化、メンバーの主体性

を重んじた運営方法など、多様化、スピード化、デジタル化が進んでいる世の中に対応できる体制

に変革していく必要があります。 

そこでまず、１室１委員会制とし、委員会も８つに削減します。これは、情報伝達や意思決定のス

ピードアップ、スタッフとメンバーとの意志疎通による一体化、 １委員会当たりの人数と予算規模の



増大による新事業の創造、委貝会運営の工夫による活性化などの効果が狙いです。 

次に、松山ＪＣの内向きの活動は、ロム全体を横断的につなぐ役割として重要ですが、できるだ

け時間、労力、金を軽減して目的が達成できるようにしていきます。その中で、インターネット や i 

モードの普及など急速に進化する情報革命社会を見据えて、現在の松山ＪＣからの情報発信や外

部との情報交換などの手法を、より有効な手法へと見直していきます。また、ＪＣがより活性化され、

魅力的な組織になるようなシステムや内容を目指して、工夫し、見直しを図ります。 

また、会議の運営を、会場、設営、進行、演出など、諸会議のリーダーが十分に事前準備した上

で、①参加型②外部交流型③目的の明確化④連続型の４点が達成できるように工夫します。また、

日本、四国地区、愛媛ブロック出向者連絡会を、地区への支援、各出向者の活動内容の情報交

換と支援、ロムへのフィードバックを主目的に開催します。 

 その他、メンバー自身の意識の変革も忘れてはなりません。我々は、家族や会社などの多くの

理解者から人間的成長を期待されています。また、メンバーがまちの市民から信頼され、協力して

いただける存在になるよう、自らを律していく必要があります。 

 

○創立５０周年記念事業について 

創立５０周年の式典や記念事業など、コンセプトや開催日時、場所、内容、予算などの企画、段取

りを推進していくために、「創立５０周年準備会議」を設立します。 

 

○おわりに 

松山ＪＣのメンバーが将来、企業で地域でリーダーシップを発揮できるよう、自らの見識を広め、

現状や時代の流れを敏感に判断する力、失敗を恐れない勇気と実践力、皆の目指す方向へ導く

ことのできる行動力を、活動を通して身につけていただける、ＪＣであるべきだと思います。仕事あっ

てのＪＣはもちろん、メンバーがＪＣ活動の時間を作って活動している以上、将来、仕事に自分に生

かせる魅力を感じさせるような運営を心がけます。 


